職種：品質管理計画　　職務：品質管理
【概要】

　品質管理とは、現場にとどまらず全社的な石油製品の品質の維持向上を図るとともに、ＩＳＯ等の取得による品質管理マネジメント、及び品質保証を行うことである。製品品質の向上、生産性の向上、クレームの減少といった全社的品質管理の推進、向上活動を実施する。

【仕事の内容】

自社製品の向上活動を推進・実践するための具体的な方策を検討・計画し、それを管理する仕事である。また、ＩＳＯ等の国際規格の取得等による品質マネジメントシステム構築の企画・立案、社内指導や関係部署との調整、外注先の指導や不良品予防対策等を行うことにより品質向上を図る。

具体的には、品質は安定しているかなどをチェック・管理し、異常のある場合は、関係部門と協力して速やかに原因を調べ、対策を立てて計画通りに進むように修正する。また、製品を顧客に納入した後でクレームが発生した場合には、すばやく対応し、関係部門と協力して解決を図る。 

【求められる経験・能力】

（1） 特に資格は必要とされないが、高校、高等専門学校、大学の化学・機械等モノづくりに関係の深い学科で、科学技術・安全管理・生産管理・品質管理等の基礎を学ぶことが必要である。

（2） 製品の技術知識・製造知識については、入社後に社内や外部の研修機関で学び、製造部門等で実務経験を積んだ後、生産・品質管理技術者として携わることが一般的である。 

（3） 関係技術に精通しているだけでなく、難問に忍耐強く挑戦する姿勢、創意工夫ができること、予期せぬトラブルにも冷静に対処できること等が求められる。 
（4） 消費者の製品の品質や環境への影響に対する関心の高まりを受け、国際的な品質管理システム（ＩＳＯ９０００）や環境管理システム（ＩＳＯ１４０００）の認証取得等を進める企業が増えており、これらの知識を習得する必要がある
（5） 品質保証体制を確立していくため、様々な関係部署と連携して必要な社内調整を行う必要があることから、交渉能力や調整能力等コミュニケーションスキルや対人関係スキルも必要となる。

【関連する資格・検定等】

・危険物取扱者　　甲種／乙種（４類）

・高圧ガス製造保安責任者　　

　　甲種（化学・機械）／乙種（化学・機械）／丙種（化学）／冷凍機械（１種・　　　　　　

　　２種・３種）

・ボイラー技士（特級・１級・２級）
・公害防止管理者

　　　水質（１種・３種）／大気（１種・３種）／粉じん（特定・一般）

　　／騒音・振動／主任管理者
・放射線取扱主任者（１種・２種）

・エックス線作業主任者

・作業環境測定士（１種）

・環境計量士（濃度／騒音・振動）

・エネルギー管理士（熱分野・電気分野）

　＊平成18年4月の法改正では、熱と電気の両方の知識を持ったエネルギー管理士の免状保持者がエネルギー管理者として選任される

・情報処理技術者試験（ソフトウェア開発技術者・基本情報技術者）
・酸素欠乏危険作業主任者２種

・化学設備関係第１種圧力容器取扱作業主任者

・普通第１種圧力容器取扱作業主任者

・有機溶剤作業主任者

・特定化学物質作業主任者

・日赤救急法指導員
・内部品質監査員養成講習

・内部環境監査員養成講習

　・工業標準化品質管理推進責任者

　・一般計量士

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０３１　機械技術者

　　０３４　電気技術者

　　０３５　電気通信技術者

　　０４２　化学技術者

    ０７１　その他の技術者

